
 

                           
 

  

 

         令和元年度事業報告書 

                          更生保護法人 愛知自啓会  

令和元年度の事業成績につきましては，入会者６３（６０）名，退会者６８（６２）

名であり，退会理由としては円満退会６１（５１）名，勧告退会２（０）名，無断退

会 ０（９）名，事故退会 ５（２）名となっています。 

宿泊供与延人員は６，４９３（６，４２６）名・食事供与延人員５，１３６          

（４，９９０）名です。[（ ）内は平成３０年度の数字] 

一日平均人員は令和元年度は１７．８名（３０年度は１７．６名）です。 

平成２８年度６月に薬物重点更生保護施設に指定され，スマープ１６の断薬プログ

ラムを毎週２回実施しています。令和元年度の覚せい剤事犯者の入会人員は，３７名

であり，すべての人がプログラムを受講しており，令和元年度のプログラム実施回数

は１０１回であり，受講延べ人員は５８４名です。 

平成２９年度からフォローアップ事業として，規制薬物等に対する依存がある保護

観察対象者に対する薬物依存回復支援及び施設を退所した者に対する自立更生に向け

た生活上の諸課題を解決するための生活相談支援を開始し，令和元年度は支援対象者

を２０人見込んでいましたが，事例はありませんでした。 

当会の運営に要した経費についての収入総額は５４，７６９，９８０円，支出総額

は５４，２６０，００１円，当期繰越金は５０９，９７９円で正味財産は４９４，    

１０３，０９１円となっています。 

 駐車場経営による収益事業の収支決算は，収入額１，５３６，０００円で税金等諸

経費を引くと９４１，１００円の収入となり，このすべては当会の運営資金として  

一般会計に充当しています。 

 


